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第２回 旭市総合戦略推進委員会 会議内容 

 
 

日時：令和元年９月２６日（木）14：00～16：10 

場所：旭市役所南分館３階会議室 

 
 
○ 出席者 

 《委員》 13 名出席  

飯田  正信 委員 出 石毛  直夫  委員 出 石毛 みさと  委員 出 

石見 千賀子 委員 出 伊藤  慎吾  委員 出 伊原  敬道  委員 出 

小川  光雄 委員 出 鎌田  元弘  委員 出 城之内 和義  委員 出 

板谷  敬二 委員 出 田邉 波津枝  委員 欠 平野  晃久  委員 出 

古橋  志雄 委員 出 柳   明美  委員 欠 芳野   守  委員 出 

 《旭市》 

  企画政策課長等（事務局） 計６名 

 
 
 

○ 資料 

・ 次第 

・ 資料１ 市総合戦略推進委員会委員名簿 

・ 資料２ 市民アンケート調査結果 

・ 資料３ 第 2期旭市総合戦略骨子 
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○ 会議内容 

１．開会 

 
 
 
２．説明 

（１）市民アンケートの調査結果について 

資料２に基づき事務局が説明 
 
 
 
（２）第２期旭市総合戦略骨子について 

資料３に基づき事務局が説明 

(前回会議での委員からの質問に対しての回答) 

事務局：  前回、『「年間紙おむつ購入券給付件数」「子ども教室参加率」等を上昇させることで

合計特殊出生率が上がるのか』という質問がありましたが、事務局ではこれらを増やす

ことが合計特殊出生率の上昇に即つながるとは考えていません。あくまでも、子育て事

業を取り組むうえでの客観的なひとつのバロメーターとして考えています。また、重点

施策の事業をひとつひとつ重点的、横断的、継続的に行うことが子育てしやすい環境に

寄与し、子育て世代を呼び込む力になるのではないかと考えています。そのため今後、

担当課へヒアリングを行い、よりふさわしい数値目標がありましたら適宜変更修正を行

う所存です。 

 もう一点の質問『基本目標が少し抽象的であるため具体的な数値目標を掲げるべきで

はないか』についてですが、基本目標のひとつひとつにそれを実現するための重点目標

を設定することで数値目標を定めていきたいと考えています。 

 
 
 
３．意見交換、質疑応答 

委員長：  それでは委員の皆さま、ご意見やご発言をお願いします。 

 

委 員：  確認ですが、第 2 期旭市総合戦略骨子の 29 ページの重点施策にある各種指標名は、今

後変更する可能性はあるのでしょうか。 

 

事務局：  事業が変わればＫＰＩも当然変わってくると考えています。そのため今後ヒアリングや

委員会等を踏まえながら、数値目標、掲載する事業、ＫＰＩを変更する可能性は大いにあ

ります。 

 

委員長：  ありがとうございました。それではお一人お一人からご意見を伺います。 

 

委 員：  まず6ページの人口ビジョンの図表についてですが、数値の掲載だけになっていますが、

なぜ数値が変化しているのかその理由を分析することが重要だと思います。 

 6 ページには『本市では 11 人の小さな転出に止まっています』とあり、7ページには『15

～19 歳、20～24 歳になるときに大幅な転入超過で 131 人となっています』とあり、8ペー
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ジには『平成 30 年（2018 年）の 25～34 歳の世代をみると、一転して転入超過が見て取れ

ます』とありますが、この 3点についてなぜそうなのかの理由を分析し、その結果を掲載

していただきたいと思います。 

 次に重点施策についてですが、前回も触れましたが、各プロジェクトの数値目標は計画

の最も重要な部分です。そのため、市民や計画を推進する職員にもわかりやすいものに改

善してほしいと思います。 

 32 ページの子育てプロジェクトの数値目標ですが、合計特殊出生率という言葉は、市民

にはわかりづらいため、出生数に変更し出生数の低下をどこまで抑制するかの数値目標を

示すように修正していただきたいと思います。 

 続いて 35 ページの故郷創出プロジェクトですが、人口の社会増減がマイナス 11 人とい

う現状値がありますが、これはあくまで全体の数値です。人口の社会増減で一番問題なの

は、全体の数値目標ではなく、15～24 歳の若い年代の社会増減がどうなっているかです。

そのため、ここは 15～24 歳の若い年代を数値目標にすべきだと思います。 

 昭和 24～25 年生まれの団塊の世代が今年から来年にかけて 70 歳を迎えるため、農業や

商工業は経営者の高齢化が進んでいます。アンケートの結果をみると、雇用の拡大確保、

農業の振興、企業誘致が要望の上位を占めています。 

 こうしたことも踏まえて、農業や商工業の活性化に関する指標を設定するべきだと思い

ます。提案ですが、農業への法人企業の参入をぜひ推進してほしいと思います。例えば千

葉市でも、農業は、今後雇用を生み出す産業だと位置づけ企業参入に力を入れています。 

 埼玉県羽生市では法人が農業参入する際、一番の課題は農地の確保だと認識し、事前に

市が地権者と調整を行い、農地を確保し企業誘致を行い成功しています。こうした事例を

参考にしながら、法人の農業参入をぜひ進めていただきたいと思います。 

 前回、事業承継についての話が出ていましたが、これについても商工会と連携を強化し

て、事業継承に悩む高齢の経営者と、新たに事業をはじめたい企業の橋渡しを市がサポー

トしていただきたいと思います。企業の内部事情まで踏み込んでいくため、成功までに 5

年以上の歳月がかかると聞いています。そのため、早急に取り組んでいただくことをお願

いします。 

 空き店舗の活用も大きな課題ですが、空き家バンクのように右から左に情報を流すだけ

では空き店舗の問題はなかなか改善されません。空き店舗の活用についてはポイントを 2

つ挙げたいと思います。 

 1 つ目のポイントは推進地区の限定です。地区を絞って集中的に実施し、そこでの成功

事例を他のエリアにも広げていきます。2 つ目のポイントは、空き店舗の活用を官民連携

で街づくりとして捉えていくことです。空き店舗をどういうものにしたいのかを官民連携

でプロデュースする取り組みです。例えば元八百屋さんだった用地を借りてパン屋さんに

したり、一般住宅を飲食店や市民の憩いのスペースに変えたり、リフォームをして異業種

の店を呼び込むなどの取り組みです。流山市では不動産業者や建設業者、設計業者がチー

ムを組んで空き店舗の利活用に取り組んでいます。こうした事例を参考にしながら空き店

舗の活用に取り組んでいただきたいと思います。 

 高校生・大学生の就職支援ですが、若者のアンケート結果をみても、企業情報等の情報

発信の要望がトップになっています。若者は就職情報の発信を希望していますので、これ
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に応えて就職情報を一元的に紹介するサイトの開設をお願いしたいと思います。 

 保育の関係ですが、共稼ぎの家庭も多いため、安心して働ける保育環境整備を保護者は

望んでいます。保育所の開所時間の延長、土日保育、一時預かり等の要望についてはでき

るだけ応える方向で計画の策定をお願いしたいと思います。 

 高齢者の方から要望があった移動手段の充実についてですが、群馬県太田市では、高齢

者が買物等に出かけるときに、デイサービス施設での送迎車を活用して高齢者から喜ばれ

ています。旭市内を走っている送迎車は福祉車両以外にもあると思いますので、そうした

車両の活用もぜひ検討いただきたいと思います。 

 

委員長：  ありがとうございました。デイサービスの車両については、私自身、県内の調査に昨年

関わりましたが、県内でもいくつかはじまっている事例もあるようです。ただいま、委員

から貴重なご意見をいただきました。事務局ご回答をお願いいたします。 

 

事務局：  はじめにお話しがあった人口分析等についてですが、分析ができないと施策のターゲッ

トに対して効果的な対応ができないため、分析は極力行いたいと考えています。 

 次に農業や商工業の連携ですが、法人企業の参入についてのご意見をはじめ、本日の会

議で他の委員からいただいたご意見などについても、すべて担当課に伝えていきたいと考

えています。 

 続いて空き店舗の活用についてですが、旭市ではまだ本格的な空き店舗の活用には取り

組んではいませんが、つい先だって私どもの企画政策課と商工観光課の数名が埼玉県草加

市での「まちづくりリノベーション」の現地視察に行ってきました。 

 草加市では、担当部署を設け、旧日光街道沿いに地区を限定し「この店はこういうもの

に使えるのではないか」「この場所はこうした使い方ができるのではないか」という視点

から、「まちの宝」を探し、そのうえでお店をやりたいという人とマッチィングさせる仕

組みづくりができていました。視察に行って間がないため、具体的な施策までにはまだ至

りませんが、現地視察の経験を踏まえ、商工観光課とともに空き店舗の活用を今後掘り下

げていきたいと考えています。 

 

委 員：  先ほど子育て支援で、共働きの保護者が働きやすい環境を整えてほしいとお願いしまし

たが、アンケートで要望が多かった保育所の開所時間の延長、土日保育、一時預かり等に

ついては、他の自治体でも問題になっています。しかし、現場サイドからは保育士が足り

ないため実現できないという話しをよく聞きます。旭市も保育士の不足が課題であれば、

数値目標に保育士を増やすことを入れるべきではないかと思います。 

 

委員長：  ありがとうございました。アンケート結果に基づいて、人口の推移や転入転出等の根本

的な原因と因果関係を分析し、原因をわかりやすく表現していただく等の工夫をしていた

だければと思います。 

 また、さきほど「まちづくりリノベーション」の先進地に視察に行ったというお話しが

ありましたが、一部の職員の視察だけでは勿体ないので、広報誌のコラム欄等に視察の様

子を紹介し、総合戦略の骨子が市民に伝わりやすくしてほしいと思います。 
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委 員：  旭市が台風 15 号により南房総市と同じような被害があった場合、旭市のライフライン

は大丈夫なのかと心配しています。鉄塔、鉄柱、送電線等は東京電力の管轄だと思います

が、山間部も含めて状況を把握できているのでしょうか。水の確保も大丈夫なのでしょう

か。それを含めて災害シミュレーションを作成してほしいと思います。 

 30 ページと 31 ページの道の駅との連携ですが、9 月 9 日の台風で道の駅は 3 日間停電

し、施設はまったく機能しなかったとのことです。せっかくの道の駅が単なる商業機能だ

けでは勿体ないと思います。自家発電をしっかりやってもらい、防災機能を備えた防災の

拠点として、市民の安心安全のための整備をお願いします。我々の店舗も 1日まるまる営

業できませんでした。インフラが止まると死活問題になりかねませんので、担当課で話し

合い、風災害に強靭なまちづくりを推進してほしいと思います。 

 次に観光大使についてですが、本市に縁のある有名人等 2名が観光大使になっています

が、観光大使は有名人だけに限らなくともいいのではないかと思っています。商工会議所

青年部では、ミス旭コンテスト、七夕まつりなどのイベントを主催していますが、旭市の

イメージアップのためにミス旭やミス七夕等を観光大使に任命しても良いのではないで

しょうか。余談ですが委員に名を連ねている新聞社が 8月 3日版でミス旭を紹介していた

だき感謝しています。 

 続いてホームページについてですが、市民がホームページをみる頻度はあまりないので

はないかと思います。そのため、ホームページよりもスマホのアプリ等を充実させたほう

がよいと思います。アプリケーションを押すだけ求人募集やイベント情報等が簡単にアク

セスできるような仕組みがあれば旭市のＰＲがもっと効果的になるのではないかと思い

ます。 

 

事務局：  道の駅の停電についてですが、自家発電機がないということでしたが、小さいながらも

所有しています。今回の停電では、自家発電機を使って照明灯やトイレ等を動かしました。

また、販売可能な品物、仕入れた野菜等も 100 円均一で販売していましたが、委員ご指摘

のように、自家発電の能力をもう少し強化していかなければならないと考えています。 

 次に観光大使についてですが、過去に旭市のＰＲビデオを制作しましたか、その時に歌

手の方と一緒に、観光大使にも出演していただきました。また、観光大使が有名人でなく

ともいいのではというご意見については、商工課観光課とともに検討していきたいと思い

ます。 

 

委員長：  ありがとうございます。道の駅は国交省でも防災拠点に位置づけています。千葉工大で

は大学のホームページのほかに学生が本音でつぶやくようなＳＮＳを学生に依頼してい

ます。有名人ではなくキャラクターを使っています。つぶやいていくことで受験生に響い

ています。あまりお金のかからないＳＮＳを委員にご提案いただき活用していくことも良

いのではないかと私も思います。 

 

委 員：  子育てについてですが、放課後児童クラブは小学校 1～3 年生は確実に入れますが、4

年生以上は、定員に余裕がないと入れない状況です。私は旧干潟地区に住んでいますが、

干潟地区はおじいちゃんおばあちゃんと同居している家庭が多いのですが、急に子どもを

預けなければならなくなったときに、預けられる場所があると良いと思います。小学生に
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一日中一人で留守番をさせるのは心配になります。そういう事業を実施していただければ

と思います。 

 

委員長：  ありがとうございました。子育て支援は大変重要です。担当部署でないとお応えしにく

いと思いますが、ひとつひとつのご意見に耳を傾け、ご検討いただきたいと思います。 

 

委 員：  同じく子育てについてですが、学校が台風等で急に休みとなったときに、学童保育も休

みになります。そうなると共働きの家庭はどちらかが仕事を休まなければなりません。警

報が出ただけで休みになる場合もあるため、預けられる施設の確保をご検討いただきたい

と思います。 

 次に子どもの医療費についてですが、2 年前から高校生まで医療費がカバーされるよう

になってよかったのですが、医療機関で医療費を立て替えた後に、立て替えた分を子育て

支援課に請求しなければなりません。これだと手間がかかって面倒だとお母さん達は話し

ています。医療機関に直接医療費を払わなくてもよいようにできないでしょうか。 

 若い女性の転出が多いとのことですが、若い女性も旭市に戻ってこられるような雇用機

会をつくらないと、子どもも増えないと思います。 

 続いて農業への企業参入についてですが、土地の確保が大変だと聞きましたが、高齢の

ため農地を手放さざるを得なくなった農家から農地を買取り、農業をやりたいという人に

提供してはどうかと思います。 

 外国人が増えたことは日々の暮らしから実感しています。しかし、増えてきた外国人と

コミュニケーションの機会がないため、どう対応していいのかわからなくなります。小中

学校では、外国人が先生になって英語を教えてくれる授業があるのですが、大人も外国の

人達とコミュニケーションが取れるような機会を行政がつくってくれようにしていただ

ければと思います。 

 

委員長：  ありがとうございました。良いアイデアをたくさんいただけたと思います。今のご意見

に対して事務局ではお応えできるものはありますか。 

 

事務局：  高校生の医療費の立て替え払いですが、立て替え払いでなければならない理由があるよ

うですが、この制度について改善の余地があるのかないのか担当課と検討していきたいと

思います。 

 

委 員：  台風 15 号の被害は千葉県で約 248 億円と聞いています。ＪＡちばみどり管内では、約

27 億円の被害額です。後継者のいない高齢の農家では、ビニールハウスが潰れ、農業が続

けられない人がたくさん出てくると思いますが、若い人達は、この機会をチャンスとみて

発電機の購入等に前向きになって頑張っています。前向きに農業に取り組む若い人達に対

して、規模拡大ができるように農地集約を進めていただきたいと思います。 

 遊学の里での米づくりについてですが、ＪＡちばみどりの干潟支部青年部が毎年お手伝

いをしていますが、参加しているのは、農水産課、ＪＡちばみどりの干潟支部青年部、地

元の高齢者等です。しかし昨年参加した高齢者が今年は参加していない等、高齢化が進ん

でやりづらくなってきています。参加者を増やすには、女子サッカー選手を呼ぶことも一



7 
 

案だと思います。例えば、一緒に芋を収穫し、その場で焼き芋にして食べる。その後には

サッカー教室を開催する等、様々な工夫をしていくことで子どもたちの参加も増えるので

はないかと思います。 

 

委 員：  27ページの基本目標を踏まえて、29ページ以降にそれぞれの目標が設定されています。

29 ページには鎌数工業団地、干潟地区の工業用地が掲載されています。土地がないため、

産業誘致を行わないということですが、土地を広げて産業誘致をすることで、雇用も拡大

できるはずです。誘致できた企業で正社員として働き、家庭をつくり、子どもを育ててい

くという人生の流れが確保されれば、人口の上昇や人口の定着化につながっていくと思い

ます。 

 また、農業を新しくはじめようと考えている人は、まず農業機械の投資等が必要になり

ますが、機械の購入も相当な負担になるはずです。そういう人達への融資等のサポートも

行ってほしいと思います。 

 

委員長：  ありがとうございました。 

 

委 員：  ＰＴＡ会長をやっていますが、県道も市道も草が繁茂しており、危ないところが多々あ

るため、児童がケガをしないかと心配していました。このことを学校に相談したところ、

地域の様々な方たちとの話し合いの場が設けられ、子どもたちの危険を回避するために地

域ぐるみで協力していただき感謝しています。 

 また、前回もお話しましたが、苦しい財政の中でも頑張っていく、というような記述を

計画書の中に加えていただくと市民も心強い気持ちになると思います。 

 加えて、子どもたちにも計画書を情報発信してほしいと思います。小学校、中学校、高

校で計画書を紹介してほしいと思います。将来を担う子どもたちが自分たちのことを行政

が考えてくれていることを伝えていくことが大事だと思います。 

 

委員長：  ありがとうございました。計画書の中身よりも使い方が大事だと思うというご意見でし

た。船橋市でこども未来会議をしていますが、子どもたちの鋭い意見に驚かされています。

ただ今の委員のアイデアは大変素晴らしいと私も思いました。 

 

委 員：  農家にとって自家発電機は大変重要です。そのため他地域と連携して、災害時に備え、

お互いに発電機を送れるような広域的な仕組みをつくると良いと思います。 

 農業の後継者を育成する必要がありますが、外国人を年間で雇用するのも難しいと思い

ますので、必要な時期に短期間だけ手伝ってくれる外国人労働者を確保できる制度があれ

ば助かります。また、農家を継ごうという子弟を対象に他の農家で数年勉強させた後に、

地元に帰り農家を継承できるような取り組みがあると良いと思います。 

 高い未婚率に驚きました。昔は集落に住む男女がキャンプに行ったり、バーベキューを

楽しんだりしながら知り合う機会がたくさんありました。結婚していない人がこんなにい

ると未婚率の数値がますます上がってしまうのではないかと危機感を感じました。 

 

委員長：  大学生もコミュニケーションをとること、人間関係をつくることが苦手になってきてい
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ます。また、ご提案のように若い農業後継者の育成のアイデアもすごく良いと思いました。 

 

委 員：  29 ページからＫＰＩが示してありますが、この数値が高いのか低いのかわかりにくいと

思います。高ければもっと伸ばす努力をしてほしいのですが、低い数値に関してもなぜ低

いのかを分析して高い数値にもっていけるようにしてほしいと思います。 

 今回の台風 15 号の被害は、他の自治体よりも旭市の被害が少なかったようですが、な

ぜ少なかったのか、何ができて何ができなかったのかを分析して、今後に生かすべきだと

思います。うちは断水もなかったし、自家発電機もあったので水には困りませんでした。

もし困っている農家があれば分けてあげたかったのですが知る手段がなかったため、助け

ることができませんでした。可能であれば、助け合いの仕組みを市が構築すると良いと思

います。 

 我が家の近所では 16 軒あるうちの 2 軒が空き家となっています。台風で木が倒れたり

するなど危険な状態のため、空き家の状況を把握し対策を検討してほしいと思います。 

 学童や育児支援についてですが、デイサービスの方は増えており充実していますが、デ

イサービスを学童や育児支援に活用できないかと思います。 

 

委員長：  ありがとうございました。 

 

委 員：  8 月から旭市の住民となりましたが、アンケート結果をみると、住みよいが 7 割、住み

続けたいが 8 割と高い数値であり、すごいことだと思います。126 号沿いに大体のチェー

ン店がそろっているため買物が便利で、食べ物もおいしく、人も良いことを実感していま

す。 

 また、情報発信が重要と考えます。旭市はポテンシャルが高いのですが、情報の発信力

が弱いと感じています。役立つこと、できることはすべてやるべきだと思います。 

 法人の農業参入は効果的だと思います。問題を解決するには、農業だけではなく様々な

業種の法人化が大事だと思っています。それが後継者問題に一石を投じられるのではない

かと思います。 

 産業パークを広げたいが場所がないという要望もあります。なんとか土地の確保ができ

ないのか。企業を呼ぶには場所がないと呼べないため、場所の確保は絶対必要です。また、

補助や税金の減免の強化がもっとできれば企業の誘致はできるはずだと思いました。 

 

委員長：  ありがとうございました。 

 

委 員：  情報発信についてですが、ミス七夕やミス旭は歴史のあるイベントです。計画書にミス

の活用、ＳＮＳの項目を入れても良いのではないかと思います。 

 観光大使ですが、銚子市には観光大使が何十人もおり、毎月のように観光大使を新たに

任命しています。シンガー、クラウドファンティングで銚子電鉄の資金を集めた高校生等

を観光大使にしています。旭市を応援したい、旭市に来てよかった等、知名度に関係なく

観光大使を選び情報発信すると良いのではないでしょうか。 

 

委員長：  ありがとうございました。 
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委 員：  まず、アンケート 4 ページの下から 2 番目、「雇用の確保」は「雇用の場」の方が良い

と思います。次にアンケートの 5 ページの真ん中あたり、「障害者の支援」ですが、今年

度は障害者の雇用の合同説明会を2回開催する予定で、そのうち一度は旭市で開催します。

続いてアンケートの 6 ページの産業振興、7 ページの雇用の拡大、どちらも重要ですが、

クリアするのは難しい課題であると実感しています。また、アンケート 9ページの「若者

にとってやりがいのある仕事」とは何なのか。やりがいのある仕事というのは何なのか、

どうなのかわかりづらいと思います。さらに、アンケート 10 ページの「相談窓口」につ

いては、一般向けの窓口は提供できていますが、障害者や学生等の専門家の配置はあまり

できていないのが現状です。なお、学生専門の担当者もおり、窓口だけではなく、学校訪

問等も行っています。 

 総合戦略の骨子についてですが、場所があっても企業誘致はなかなかできないのが現状

です。加えて、旭市内で十分な雇用を確保できるかどうか不安な面もあります。 

 最後に要望ですが、今の市役所の建物は、耐震問題で将来は取り壊すそうですが、ハロ

ーワークの場所は便利な場所にしてもらいたいと思っています。場所次第で利用者の利便

性にかなりの差が出るため、市民の利便性の良い場所に設けてほしいと思います。 

 

委員長：  ありがとうございました。委員の皆さまから貴重なご意見をいただきました。事務局は、

各種分析も行ったうえで、今回得られた色々なアイデアを統合していだきたいと思います。 

 
 
 
４．その他 

事務局：  連絡事項があります。連絡事項ですが、評価委員会を 10 月 31 日午前 10 時、本庁舎 3

階で開催予定です。以上どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 
 
５．閉会 

委員長：  長時間にわたりありがとうございました。以上で閉会いたします。 

 
 
 


